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国税庁  新型コロナウイルスの影響により特例猶予を受けられた方へ 

 

 ② 猶予制度に関するご相談 

  所轄の税務署（徴収担当） 
「猶予制度」の詳細については、国税庁ホーム 
ページ（納税が困難な方へ）をご覧いただき、 
所轄の税務署にご相談ください。 

 

  

納税の猶予期限にご注意ください 

現在、特例猶予（「納税の猶予の特例」）を受けて 
いる方は、今後、猶予の期限をご確認いただき、 

お忘れなく納付いただきますようお願いいたします。 

※ 特例猶予期間の終了⽇までに納付できない場合は、 
他の猶予を受けられることがありますので、 

お早目に所轄の税務署（徴収担当）へご相談ください。 

国税の「納付手続」と「ご相談窓口」のご案内 

① 国税の納付手続について 

お近くの金融機関等 
納付方法の詳細については、国税庁ホームペー
ジ（国税の納付手続）をご覧いただき、お近く
の⾦融機関等(※)で納付してください。 
(※)裏⾯の各種ご案内をご覧ください。 
 国税猶予 
https://www.nta.go.jp/taxes/nozei/
nofu/01.htm 

https://www.nta.go.jp/taxes/nozei/
nofu_konnan.htm 
 

猶予期間の終了⽇は、先に送付しております「納税の猶予許可通知書」
によりご確認ください。 
納付に当たっては、猶予許可通知書送付時に同封した納付書等により、
お近くの⾦融機関等で納付してください。 

  

猶予期間の終了⽇までに納付ができない場合は、延滞税がかかります。
また、督促状の送付、納税コールセンターから電話することがあります
ので、ご了承ください。 

  

他の猶予を受けると延滞税が軽減されます。他の猶予を受けるために
は、再度審査があり、職員が状況等を確認させていただくため、資料
のご提出等をお願いすることがあります。 

 

以 下 の 注 意 点 を ご 確 認 く だ さ い 。 

国税納付 

令和３年１月版 

https://www.nta.go.jp/taxes/nozei/
https://www.nta.go.jp/taxes/nozei/


 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                               

 

 

特例猶予を受けられた納税者の皆様には、猶予の期限までに自ら納付し
ていただく必要があります。次のとおり、簡単・便利な納付⽅法を⽤意し
ておりますので、ぜひご利⽤ください。 

なお、⾦融機関等で納付される⽅で納付書をお持ちでない⽅は、税務署
⼜は所轄の税務署管内の⾦融機関に⽤意してある納付書に現⾦を添えてご
利⽤ください。 

 

国税の納付手続について 

簡単・便利なダイレクト納付をご利用ください！ 

  インターネットを利⽤できる端末をお持ちの⽅は、⾦融機関・税務署の
窓⼝での納付に代えて、国税電⼦申告・納税システム（e-Tax）を利⽤
した電⼦納税ができます。 

今後、納期限が到来するものは、予納（あらかじめ納付）も可能です 

  特にダイレクト納付は、①インターネットバンキングの契約が不要、②電⼦証明書
や IC カードリーダーライタが不要、③即時⼜は納付⽇を指定して納付が可能、と
いった簡単・便利な電⼦納税の⽅法となっておりますので、ぜひご利⽤ください。 

  ダイレクト納付を利⽤している⽅であれば、確定申告等により納付することが⾒込
まれる⾦額について、その課税期間中に、あらかじめ納付⽇や納付⾦額等を e-Tax
に登録しておくことで、登録した納付⽇に預貯⾦⼝座から振替により納付（予納）
することができます。 

  納付の⽇や納付⾦額を複数登録することができますので、定期的に均等額を納付す
ることや、収入に応じて任意のタイミングで納付することができます。 

詳しくはこちら↓ 

 電子納税のご案内 

 
 
 

  電⼦納税を利⽤すると、⾦融機関や税務署の窓⼝に出向くことなく、 
ご自宅やオフィスからインターネットを利⽤して国税を納付できます。 

  詳しくは、国税庁ホームページ（国税の納付手続）をご覧ください。 

詳しくはこちら↓ 

 ＱＲコードを利用したコンビニ納付のご案内 

 
 
 
 

  ご自宅などで、国税庁ホームページのコンビニ納付⽤ＱＲコード作成専⽤
画面から納付に必要な情報を「ＱＲコード」として作成（印刷）し、コン
ビニエンスストアで納付することができます（納付できる⾦額は 30 万円
以下となります）。 

詳しくはこちら↓ 

  詳しくは、国税庁ホームページ（コンビニ納付（ＱＲコード））をご覧ください。 

国税庁 ※「ＱＲコード」は、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 
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円 　・　　・

　(3) 借入金・買掛金の状況

借 入 先 等 の 名 称 借入金等の金額 月 額 返 済 額
返済終了（支払）

年月
追加借入
の可否

担 保 提 供 財 産 等

　(2) その他の財産の状況

不動産等 国債・株式等

車 両
そ の 他
（保険等）

円 　円 　　　　　　年　　　　月 可　・　否

　円 円 　　　　　　年　　　　月 可　・　否

③ 納 付 可 能 基 準 額
（ ① － ② ）

円

円 　・　　・

　(1) 売掛金・貸付金等の状況

売 掛 先 等 の 名 称 ・ 住 所 売 掛 金 等 の 額 回収予定日

円 　・　　・

５　財産等の状況

【備考】

回 収 方 法種 類

円 月 円

生活費（扶養親族　　　　　  人） 円 月 円

② 支 出 合 計 円

　円 月 円

借入返済 　円 月 円

円 月 円

円

円

円

給与、役員給与 　円 　月 　円

① 収 入 合 計 　円 　月 　円

支
　
　
　
　
出

仕入 　円 　月 　円

家賃等 円 　月 円

諸経費

円 　月 　円

収
　
入

売上、給与、報酬 　円 　月 　円

その他（　　　　　　　　　　　） 円 　月 　円

４　分割納付計画　(Ｂ)　※分割納付金額は、３の③の欄を基に記載し、申請書⑤「納付計画」欄へ転記

区 分 見 込 金 額 月 分割納付金額

　円 ※（Ａ）は、申請書の③「現在納付可能資金額」欄へ転記　現在納付可能資金額 (Ａ)

納付積立金額増減理由

３　今後の平均的な収入及び支出の見込金額（月額）

１　住所・氏名等

住　 所
所在地

氏　 名
名　 称

円 　円  □ 運転資金 □ 生活費 □ その他

２　現在納付可能資金額

現 金 及 び 預 貯 金 等
預貯金等
の  種  類

預貯金等の額 納付可能金額 納 付 に 充 て ら れ な い 事 情

現　　　　　　金 　円 　円  □ 運転資金 □ 生活費

財 産 収 支 状 況 書

令和　　　　年　　　　月　　　　日

整理番号

□ その他

□ その他

　円 　円  □ 運転資金 □ 生活費 □ その他

　円 　円  □ 運転資金 □ 生活費

円

円

円

円

円

円

円

円

円

収受印



現　　　　　　金

【財産収支状況書の記載方法】

新型コロナウイルス感染症の影
響で売上の減少が見込まれる。

〃

〃

〃

備品（10万円）の買替えのため。

新型コロナウイルス感染症の影
響で売上の減少が見込まれる。

〃

　３０，０００円 　０円  □ 運転資金 ■ 生活費 □ その他

霞ヶ関銀行東京支店 普通 １００，０００円 　０円  ■ 運転資金 □ 生活費 □ その他

令和　○　年　４　月　２０　日

１　住所・氏名等

住　 所
所在地 ○○市△△町×－×－×

氏　 名
名　 称 国税　太郎

２　現在納付可能資金額

現 金 及 び 預 貯 金 等
預貯金等
の  種  類

預貯金等の額 納付可能金額 納 付 に 充 て ら れ な い 事 情

整理番号

財 産 収 支 状 況 書

　円 　円  □ 運転資金 □ 生活費 □ その他

　円 　円  □ 運転資金 □ 生活費 □ その他

　現在納付可能資金額 (Ａ) 　０円 ※（Ａ）は、申請書の③「現在納付可能資金額」欄へ転記

３　今後の平均的な収入及び支出の見込金額（月額） ４　分割納付計画　(Ｂ)　※分割納付金額は、３の③の欄を基に記載し、申請書⑤「納付計画」欄へ転記

区 分 見 込 金 額 月 分割納付金額 増減理由 納付積立金額

収
　
入

売上、給与、報酬 ２，５００，０００円 ４月 　０円 円

その他（　　　　　　　　　　　） 円 ５月 　０円 〃 円

円 ６月 　０円 円

① 収 入 合 計 　２，５００，０００円 ７月 　０円 〃 円

支
　
　
　
　
出

仕入 　1，２００，０００円 ８月 　０円 円

給与、役員給与 　４５０，０００円 ９月 　４０，０００円 円

家賃等 ２００，０００円 10月 　０円 円

諸経費 　１００，０００円 11月 　０円 円

借入返済 　２００，０００円 12月 　１０，０００円 円

円 １月 　８０，０００円 円

円 ２月 　７０，０００円 円

毎年、年始は売上が増加する。

生活費（扶養親族　３　 人） ２８０，０００円 ３月 円

② 支 出 合 計 ２，４３０，０００円 【備考】

③ 納 付 可 能 基 準 額
（ ① － ② ）

★　　　７０，０００円

円　５０，０００
＋延滞税

５　財産等の状況

　(1) 売掛金・貸付金等の状況

売 掛 先 等 の 名 称 ・ 住 所 売 掛 金 等 の 額 回収予定日 種　類 回 収 方 法

国債・株式等 なし

Ａ建設株式会社 東京都千代田区○○ １,０００,０００ 円 令○・５・31 売掛金 振込み

円 　・　　・

円 　円 　　　　　　年　　　　月 可　・　否

車 両 なし
そ の 他
（ 保 険 等 ） 事業所（○○市△△町）敷金

　(3) 借入金・買掛金の状況

借 入 先 等 の 名 称 借入金等の金額 月 額 返 済 額
返済終了（支払）

年月
追加借入
の可否

担 保 提 供 財 産 等

霞ヶ関銀行東京支店 １０，０００，０００円 ２００，０００円 令□年　　５月 可　・　否 自宅（○○市△△町）

円 　・　　・

　(2) その他の財産の状況

不動産等 自宅（○○市△△町）

収受印

猶予に当たり、この書類の作成をお願いしておりますが、準備に時間がかかる場合など、
作成が困難な場合は、口頭によりお伺いします。
また、今後（２か⽉程度）地方税や社会保険料などの猶予のご相談をされる場合には、

この書類の写しを利⽤できますので、写しを⼿元に保管しておくことをおすすめします。
ご不明な点がございましたら、所轄の税務署（徴収担当）にお気軽にご相談ください。

現⾦、預貯⾦等の額のうち、すぐに納付できる額を記載し
てください。この⾦額を、「猶予申請書」の「③現在納付可能
資⾦額」欄に記載してください。

「①収入合計」ー「②支出合計」を記載してください。通常、毎月この
⾦額（★）を納付していただくことになりますが、「４ 分割納付計画
(Ｂ)」欄で、ご状況に応じた納付⾦額に変更することも可能です。

今後の収入と支出の⾒込⾦額
（１か月分）を記載してください。

（★）の⾦額を基に毎月の納付計
画を定め、「猶予申請書」の「⑤納
付計画」欄に転記します。
分割納付⾦額の合計は、「猶予申

請書」の「④猶予を受けようとする
⾦額」と⼀致します。

売掛⾦、不動産等の
財産の状況や、銀⾏借
入等の債務の状況を記
載してください。
記載に代えて、財産

等の状況が確認できる
書類（売掛帳、借入明
細等）の写しを添付い
ただいても構いません。

「③納付可能基準額（①－②）」
欄で算出した⾦額（（★）の⾦額）
を納付できない場合等は、その理由
を記載してください。

「生活費」は、納税者が個人の場合のみ記載します。


